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 サンゴ類調査結果  

(1) 調査結果概要  

サンゴ類調査コドラート内調査結果の概要を表  3.1.3-1に示し、コドラート内のサンゴ

被度および種類数を図  3.1.3-1に示した。なお、本調査ではスケッチ図を元にサンゴの

投影面積を算出し、それをサンゴ類の被度としているため、精度の保証の観点からは5%

ピッチで記載することが望ましいが、基本計画策定以前から継続的に実施されている本

定点観測調査では、当時から0.1%ピッチでのサンゴ被度が採用されているため、当時と

の比較に重点を置き、同精度の被度を採用した。また、ソフトコーラルの被度は平成 29

年度まで「サンゴ類の総被度」に含めていたが、平成30年度から含めないこととした。た

だし種類数や群体数については、過年度と同じようにソフトコーラルも含め算出した。  

 

表  3.1.3-1 調査結果概要 (サンゴ類調査コドラート内調査結果 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

013-No.2 013-No3 035-No.1 035-No.3 039-No.2 039-No.3

3.5% 8.8% 8.1% 1.7% 99.7% 48.4%

1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1.7%

11 15 10 5 2 4

36 37 42 22 4 24

19×13(cm) 21×20(cm) 15×10(cm) - - 10×10(cm)

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆・塊状) ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状) ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状) ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属(葉状) ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ(葉状)

016-2(No.2) 016-3(No.3) 043-1(No.1) 043-No.3 048-No.2 048-No.3

6.2% 0.1% 8.1% 0.6% 1.9% 4.0%

5%未満 1%未満 1%未満 1%未満 0% 1%未満

20 4 3 5 10 8

67 4 13 16 21 23

5×4(cm) - - - 11×8(cm) -

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状) ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状) ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状) ﾙﾘｻﾝｺﾞ属(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

ﾂﾂｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ(葉・被覆状) ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ(塊状) ﾙﾘｻﾝｺﾞ属(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ(塊状) ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状) ﾀｶｸｷｸﾒｲｼ(塊状)

055-No.2 055-No.3 068-No.2 068-No.3 066-No.1 066-No.2

2.2% 23.3% 0.1% 1.5% 0.1% 26.5%

1%未満 5%未満 1%未満 1%未満 1%未満 5%未満

2 10 1 2 2 11

3 45 4 17 4 24

- - - - - 11×8(cm）

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(塊状) ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(塊状) ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｺﾞｶｸｷｸﾒｲｼ(塊状) ｱﾅｻﾝｺﾞ属(塊状) - ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(被覆状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

- - - -

宮良川河口

095-No.1 095-No.2 095-No.3 094-2(No.2) 110-No.1 110-No.2

1.1% 4.4% 43.9% 3.5% 57.2% 26.4%

1%未満 5%未満 1%未満 10% 5% 10%

9 5 12 6 13 16

27 16 36 18 36 47

- - 20×20(cm) - 20×18(cm) 106×82(cm)

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ(葉状) ｱﾗﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状) ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状) ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(樹枝状) ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ(塊状) ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(樹枝状) ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｷｸﾒｲｼ(塊状) ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状) ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ(塊状) ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)

シロレイシダマシ類個体数

阿嘉島海域

主な出現種類

死造礁サンゴ類の被度

種類数

群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数

主な出現種類

白保海域

造礁サンゴ類の被度

種類数

群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数

石川川(うるま市)河口 アージ島海域 大度海岸

造礁サンゴ類の被度

死造礁サンゴ類の被度

シロレイシダマシ類個体数

主な出現種類

平良川河口 漢那中港川河口

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数

主な出現種類

加武川河口

造礁サンゴ類の被度

死造礁サンゴ類の被度

種類数

群体数

平南川河口 源河川河口 赤瀬海岸

造礁サンゴ類の被度

死造礁サンゴ類の被度

種類数

群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数

主な出現種類は、造礁サンゴ類で5%以上の被度の種類が存在した地点については、被度5%以上の上位3種類を被度順に青字で記入した。5%以上の被度の種類が存在しな
かった地点については、その中で被度の高い上位3種類を被度順に赤字で掲載した。なお、5%以上の被度の種類が存在しなかった地点において、確認された種類が3種類未満
であった場合、表中の空いた枠内には-を記入した。
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図  3.1.3-1 コドラート内被度および種数  

サンゴ類の被度は、0.1%から99.7%まで確認された。被度が最も低かった地点は、

平良川河口 (016-3(No.3))、アージ島海域 (068-No.2)および大度海岸 (066-No.1)

であり、被度が最も高かった地点は、赤瀬海岸 (039-No.2)であった。 

サンゴ種数は、1から20種まで様々で、種数が最も低かった地点は、アージ島海

域 (068-No.2)であり、種数が最も多かった地点は、平良川河口 (016-2(No.2))であ

った。 

 

(2) 過年度との比較  

1) 昨年度 (平成 31 年度 )との比較  

昨年度 (平成 31年度 )と今年度 (令和 2年度 )のコドラート内における造礁サンゴ類

の被度の比較を図  3.1.3-2に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-2 昨年度 (平成31年度 )と今年度 (令和2年度 )のコドラート内サンゴ被度の比較  

 

今年度 (令和 2年度 )、宮良川河口 (094-2(No.2))(昨年度 (平成 31年度 )： 15%、今

年度 (令和 2年度 ) ： 5%未満 )では、 10%以上のサンゴ被度の減少が確認 され

(「 3.2.4(1)5)  被度が大きく減少した地点についての原因検討」参照 )、赤瀬海岸

(039-No.3)(昨年度 (平成 31年度 )： 41.9%、今年度 (令和 2年度 )： 48.4%)では、5%以

上のサンゴ被度の増加が確認された。また、それ以外の地点では微増もしくは微減

と大きな変化は無かった。 

なお、今年度 (令和2年度 )は、サンゴ白化現象等によるサンゴ被度への影響は殆

ど無かったと考えられる (水温の状況については、「 2.3今年度 (令和 2年度 )の海水

温」を参照 )。  
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2) 経年比較  

本業務を開始した平成 7年度以降のサンゴ類の被度の経年変化状況 (全調査地

点平均 )を図  3.1.3-3に示した。大規模な白化現象が確認された平成 10年から11

年にかけて、被度が急激に減少した。さらに平成 18年、19年度、阿嘉島海域 110-

No.2でのオニヒトデの食害によるミドリイシ属の死滅、白保海域 (095-No.1)、大度海

域 (066-No.2)での原因不明のコモンサンゴ属の死滅、白保海域 (095-No.3)での台

風によると思われるコドラート枠内の基盤の崩壊などにより被度がさらに減少した。  

平成 20年度以降は、若干の増加傾向が確認されていたものの、平成 28年度に

大規模な白化現象が確認され、平成 27年度から28年度にかけて被度が減少した。

平成29年度から今年度 (令和2年度 )にかけて若干の増加傾向となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-3 経年におけるサンゴ類の被度の比較 (全調査地点平均 ) 

 

 

(3) 調査地点別結果詳細  

以下に、調査地点別に調査結果の詳細を記した。  

なお、コドラート枠内のサンゴ被度は、上記調査結果概要にて0.1%ピッチでの記載

をすると述べたが、コドラート枠外のサンゴ被度に関しては、目視による調査であること

から正確な面積が把握できない都合上、1%未満、5%未満、5%、10%・ ・ ・のように1%未

満を含む5%ピッチでの記載とした。 

「コドラート枠周辺の状況」の生育型については、被度が最も高い種（属）が単独

で5%以上の被度があれば、「特定種」とし、その種（属）名を記載した。また、被度が

最も高い種（属）が複数ある、もしくは被度が最も高い種（属）であっても5%以上の被

度がなければ「多種混成」と記載した。  

「コドラート枠内の状況」の出現種については、5%以上の被度の種類が存在した地

点では、被度 5%以上の種類をその被度順に記載し、5%以上の被度の種類が存在し

なかった地点については、その中で被度の高い上位 3種類をその被度順に記載した。

「コドラート枠周辺の状況」の出現種については、その中で最も高い被度の種類を種

名順に全て記載した。 
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1) 平南川河口  

(a) 013-No.2 

013-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-2に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-4に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 3.5%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は11種類、群体数は36群体、ミドリイシ属の最大長径は19

×13cmであった。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、

ハマサンゴ属 (塊状 )、ミドリイシ属 (樹枝状 )、トゲキクメイシ属 (被覆状 )であった。ま

た、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかっ

た。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、ショウガサンゴ（樹枝状）、ミドリイシ属（卓状）、

ハマサンゴ属（塊状、被覆状）、アミメサンゴ（塊状）、キクメイシ属（塊状）、トゲキ

クメイシ属（被覆状）であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロ

レイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-2 コドラート枠内、および周辺の状況 (013-No.2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.5% 3.7m
1%未満 岩盤 70%

11 礫 15%
36 砂礫 10%

19×13(cm) 砂 5%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

9.6% その他 0%
0% 25.4℃

種名 形状 種別被度 5%
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 0%
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 多種混成

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 0
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0

ﾉｳｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0%

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 種別被度
ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満

ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 5%未満
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 5%未満

5%未満

ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ(塊状)
ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(卓状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

特記事項：-

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

平南川河口（013-No.2）

コドラート内状況 コドラート周辺状況
造礁サンゴ類の被度 水深
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図  3.1.3-4 コドラート枠内の状況 (013-No.2) 



 3.1.3-6 

(b) 013-No.3 

013-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-3に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-5に示した。  

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 8.8%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は15種類、群体数は37群体、ミドリイシ属の最大長径は21

×20cmであった。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ト

ゲキクメイシ属 (被覆状 )、ルリサンゴ(塊状 )、スリバチサンゴ属 (葉状 )であった。また、

食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。

その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、コモンサンゴ属（塊状、被覆状）、ハマサン

ゴ属（塊状、被覆状）、シコロサンゴ（塊状）、アザミサンゴ(被覆状 )、キクメイシ属

（塊状）、カメノコキクメイシ属（塊状）、ルリサンゴ（塊状）、トゲキクメイシ属（被覆

状）、スリバチサンゴ属 (葉状 )、アナサンゴモドキ (被覆状 )であった。また、食害生

物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他

特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-3 コドラート枠内、および周辺の状況 (013-No.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8% 2.7m
1%未満 岩盤 10%

15 礫 0%
37 砂礫 0%

21×20(cm) 砂 90%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

8.9% その他 0%
0% 25.2℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 多種混成
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満

ﾙﾘｻﾝｺﾞ 塊状 5%未満 種別被度
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 5%未満 5%未満
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 葉状 5%未満 5%未満

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾋﾒﾉｳｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
ｳﾐﾄｻｶ属 ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ 1%未満 5%未満

5%未満ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状)
特記事項：-

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状)
ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) 
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属(葉状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

平南川河口(013-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況
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図  3.1.3-5 コドラート枠内の状況 (013-No.3) 



 3.1.3-8 

2) 源河川河口  

(a) 035-No.1 

035-No.1におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-4に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-6に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 8.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は10種類、群体数は42群体、ミドリイシ属の最大長径は15

×10cmであった。主な出現種 (被度5%以上 )はトゲキクメイシ属 (被覆状 )であった。

また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなか

った。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、ショウガサンゴ(樹枝状 )、コモンサンゴ属（塊状、

被覆状）、ミドリイシ属（樹枝状）、ミドリイシ属（卓状）、アナサンゴ（塊状）、ハマサ

ンゴ属（塊状、被覆状）、キクメイシ属（塊状）、カメノコキクメイシ属（塊状）、ルリ

サンゴ（塊状）、トゲキクメイシ属（被覆状）であった。また、食害生物であるオニヒト

デは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特

に確認されなかった。 

 

表  3.1.3-4 コドラート枠内、および周辺の状況 (035-No.1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1% 3.3m

1%未満 岩盤 70%
10 礫 5%
42 砂礫 5%

15×10(cm) 砂 20%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

7.4% その他 0%
0% 24.8℃

種名 形状 種別被度 5%
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 0%
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 多種混成
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 0%

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 5% 種別被度
ﾘｭｳｷｭｳｲﾎﾞｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満

ｼﾜｼｺﾛｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

源河川河口(035-No.1）

コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(卓状)
ｱﾅｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ソフトコーラル被度
生育型

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

白化被度
種名

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度

特記事項：-

ｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) 

ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)
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図  3.1.3-6 コドラート枠内の状況 (035-No.1) 



 3.1.3-10 

(b) 035-No.3 

035-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-5に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-7に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 1.7%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は5種類、群体数は22群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、トゲキクメイシ属

(被覆、塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状 )、スリバチサンゴ(葉状 )であった。また、食害生

物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他

特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ショウガサンゴ（樹枝状）、ミドリイシ属（樹

枝状）、ミドリイシ属（卓状）、ハマサンゴ属（塊状、被覆状）、シコロサンゴ(塊状 )、

キクメイシ属（塊状）、カメノコキクメイシ（塊状）、ルリサンゴ（塊状）、トゲキクメイシ

属（被覆状）、スリバチサンゴ属（葉状）であった。また、食害生物であるオニヒトデ

は確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に

確認されなかった。 

 

表  3.1.3-5 コドラート枠内、および周辺の状況 (035-No.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.7% 2.3m
1%未満 岩盤 40%

5 礫 5%
22 砂礫 5%
- 砂 50%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

7.5% その他 0%
0% 24.8℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 樹枝状 1%未満 5%未満

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 多種混成
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆、塊状 1%未満 0
ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ 葉状 1%未満 0
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属(葉状)

特記事項：-

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)
ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(卓状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

源河川河口(035-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
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図  3.1.3-7 コドラート枠内の状況 (035-No.3) 



 3.1.3-12 

3) 赤瀬海岸  

(a) 039-No.2 

039-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-6に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-8に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 99.7%で生息しており、死サンゴ類

の被度は1%未満、種数は2種類、群体数は4群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。主な出現種 (被度 5%以上 )はコモンサンゴ属 (樹枝状 )であった。また、食害生

物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他

特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度20%で生息しており、生育型は特

定種 (コモンサンゴ属 (樹枝状 ))であった。主な出現種は、コモンサンゴ属 (樹枝状 )

であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類は7

個体確認された。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-6 コドラート枠内、および周辺の状況 (039-No.2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

99.7% 2.2m
1%未満 岩盤 70%

2 礫 0%
4 砂礫 0%
- 砂 30%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

0.3% その他 0%
0% 24.8℃

種名 形状 種別被度 20%
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 樹枝状 95% 5%未満

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 被覆状 5%未満 特定種
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

0
7
0%

種別被度
5%未満

15%
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

特記事項：-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ｱﾅｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型

オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

赤瀬海岸(039-No.2）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
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図  3.1.3-8 コドラート枠内の状況 (039-No.2) 



 3.1.3-14 

(b) 039-No.3 

039-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-7に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-9に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 48.4%で生息しており、死サンゴ類

の被度は1.7%、種数は4種類、群体数は24群体、ミドリイシ属の最大長径は10×

10cmであった。主な出現種 (被度 5%以上 )は、アナサンゴモドキ属 (被覆状 )、コモ

ンサンゴ属 (樹枝状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロ

レイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度10%で生息しており、生育型は特

定種 (コモンサンゴ属 (樹枝状 ))であった。主な出現種は、コモンサンゴ属 (樹枝状 )

であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類は3

個体確認された。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-7 コドラート枠内、および周辺の状況 (039-No.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.4% 1.5m
1.7% 岩盤 70%
4 礫 0%
24 砂礫 10%

10×10(cm) 砂 20%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

3.5% その他 0%
0% 25.5℃

種名 形状 種別被度 10%
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 樹枝状 20% 0%
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 5%未満 特定種

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 被覆状 25% ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 0
3
0%

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満

10%
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

コドラート内状況 コドラート周辺状況
造礁サンゴ類の被度 水深

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

赤瀬海岸(039-No.3）

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状)
特記事項：-

ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

生育型

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

白化被度
種名

ﾋﾒﾑｶｼｻﾝｺﾞ

ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ(塊状)
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)



 3.1.3-15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-9 コドラート枠内の状況 (039-No.3) 



 3.1.3-16 

4) 平良川河口 

(a) 016-2(No.2) 

016-2(No.2)におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表 3.1.3-8に示した。また、

コドラート枠内の状況を図 3.1.3-10に示した。 

a) コドラート枠内の状況 

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度6.2%で生息しており、死サンゴ類の被度は5%

未満、種数は20種類、群体数は67群体、ミドリイシ属の最大長径は5×4cmであった。被度

5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ユビエダハマサンゴ(樹枝状)、ツツ

スリバチサンゴ(葉状、被覆状)、トゲキクメイシ(被覆状)であった。また、食害生物であるオニ

ヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認

されなかった。 

 

b) コドラート枠周辺の状況 

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度5%で生息しており、生育型は多種混成で

あった。主な出現種は、ショウガサンゴ（樹枝状）、コモンサンゴ属（樹枝状）、コモンサンゴ属

（塊状、被覆状）、ミドリイシ属（樹枝状）、ユビエダハマサンゴ（樹枝状）、ハマサンゴ属（塊状、

被覆状）、ハナガササンゴ属(塊状)、キクメイシ属（塊状）、バラバットサンゴ（塊状）、パリカメ

ノコキクメイシ（塊状）、タカクキクメイシ(塊状)、キクメイシモドキ（被覆状）、アラルリサンゴ（塊

状）、フカトゲキクメイシ属（被覆状）、カンボクアナサンゴモドキ（被覆状）であった。食害生

物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項

は特に確認されなかった。 

表 3.1.3-8 コドラート枠内、および周辺の状況(016-2(No.2))  

 

 6.2% 5.1m
5%未満 岩盤 90%

20 礫 0%
67 砂礫 0%

5×4(cm) 砂 10%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

17.6% その他 0%
0% 26℃

種名 形状 種別被度 5%
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 5%未満 0%

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 多種混成
ﾎｿﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 0
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 0%

ﾙﾘｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 種別被度
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 5%未満

ﾂﾂｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ 葉、被覆状 5%未満 5%未満
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾏﾙｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満

ﾘｭｳｷｭｳｲﾎﾞｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満

ﾀｶｸｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 5%未満

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 5%未満

5%未満

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

平良川河口(016-2(No.2))
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ(塊状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

特記事項：-

ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
ﾀｶｸｷｸﾒｲｼ(塊状)

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)
ｱﾗﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ(被覆状)
ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状)



 3.1.3-17 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-10 コドラート枠内の状況 (016-2(No.2)) 



 3.1.3-18 

(b) 016-3(No.3) 

016-3(No.3)におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-9に示

した。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-11に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 0.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は4種類、群体数は4群体、ミドリイシ属は確認されなかった。

被度5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、トゲキクメイシ属 (被

覆状 )、カメノコキクメイシ属 (塊状 )、コカメノコキクメイシ属 (塊状 )であった。また、食

害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。そ

の他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ハマサンゴ属 (塊状、被覆状 )、カメノコキク

メイシ属 (塊状 )、コカメノコキクメイシ属 (塊状 )、トゲキクメイシ属 (被覆状 )であった。

また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなか

った。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-9 コドラート枠内、および周辺の状況 (016-3(No.3)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1% 3.5m
1%未満 岩盤 30%

4 礫 10%
4 砂礫 30%
- 砂 30%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

3.1% その他 0%
0% 26℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0%

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 多種混成
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 0

0%
種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

平良川河口(016-3(No.3))

生育型
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

コドラート内状況 コドラート周辺状況
造礁サンゴ類の被度 水深

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) 
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)

特記事項：-



 3.1.3-19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-11 コドラート枠内の状況 (016-3(No.3)) 



 3.1.3-20 

5) 漢那中港川河口  

(a) 043-1(No.1) 

043-1(No.1)におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-10に

示した。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-12に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 8.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は3種類、群体数は13群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。主な出現種 (被度 5%以上 )は、カメノコキクメイシ(塊状 )であった。また、食害生

物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他

特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、カメノコキクメイシ属（塊状）、キクメイシモドキ

（被覆状）であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダ

マシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-10 コドラート枠内、および周辺の状況 (043-1(No.1)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1% 2.2m
1%未満 岩盤 60%

3 礫 0%
13 砂礫 0%
- 砂 40%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

0.6% その他 0%
0% 25℃

種名 形状 種別被度 5%
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 5% 0%
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 多種混成
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0

0
0%

種別被度
5%未満
5%未満

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)

特記事項：-

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

漢那中港川河口(043-1(No.1))
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
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図  3.1.3-12 コドラート枠内の状況 (043-1(No.1)) 



 3.1.3-22 

(b) 043-No.3 

043-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-11に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-13に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 0.6%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は5種類、群体数は16群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ハナヤサイサン

ゴ(樹枝状 )、ハマサンゴ属 (塊状 )、アミメサンゴ(塊状 )であった。また、食害生物で

あるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記

事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ハナヤサイサンゴ（樹枝状）、ハマサンゴ属

（塊状、被覆状）、キクメイシモドキ（被覆状）であった。また、食害生物であるオニ

ヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は

特に確認されなかった。 

 

表  3.1.3-11 コドラート枠内、および周辺の状況 (043-No.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6% 3.2m

1%未満 岩盤 50%

5 礫 10%
16 砂礫 0%
- 砂 40%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

6.5% その他 0%
0% 25℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0%

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 多種混成
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 0

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 0
ﾋﾒﾑｶｼｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満

特記事項：-

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

漢那中港川河口(043-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
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図  3.1.3-13 コドラート枠内の状況 (043-No.3) 



 3.1.3-24 

6) 加武川河口  

(a) 048-No.2 

048-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-12に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-14に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 1.9%で生息しており、死サンゴ類の

被度は0%、種数は10種類、群体数は21群体、ミドリイシ属の最大長径は11×

8cmであった。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ルリ

サンゴ属 (塊状 )、ウスチャキクメイシ(塊状 )、コモンサンゴ属 (被覆状 )であった。また、

食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。

その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ハナヤサイサンゴ(樹枝状 )、コモンサンゴ属

（樹枝状）、コモンサンゴ属（塊状、被覆状）、ミドリイシ属（樹枝状）、ハマサンゴ

属（塊状、被覆状）、キクメイシ属（塊状）、カメノコキクメイシ属 (塊状 )、キクメイシ

モドキ（被覆状）、ルリサンゴ（塊状）、トゲキクメイシ属（被覆状）であった。また、

食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。

その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-12 コドラート枠内、および周辺の状況 (048-No.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.9% 1.6m
0% 岩盤 80%

10 礫 0%

21 砂礫 0%
11×8(cm) 砂 20%

0 砂泥 0%
0 泥 0%
0% その他 0%
0% 24.8℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0%
ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 多種混成

ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 0%
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 種別被度
ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 5%未満
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 5%未満

5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

加武川河口(048-No.2）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)
特記事項：-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)

ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)



 3.1.3-25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-14 コドラート枠内の状況 (048-No.2) 



 3.1.3-26 

(b) 048-No.3 

048-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-13に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-15に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 4.0%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は8種類、群体数は23群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ハマサンゴ属

(塊状 )、ルリサンゴ属 (塊状 )、タカクキクメイシ(塊状 )であった。また、食害生物であ

るオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記

事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、コモンサンゴ属（樹枝状）、コモンサンゴ属

（塊状、被覆状）、ミドリイシ属（樹枝状）、アナサンゴ（塊状）、ハマサンゴ属（塊

状、被覆状）、ハナガササンゴ (塊状 )、キクメイシ属（塊状）、カメノコキクメイシ属

（塊状）、ルリサンゴ（塊状）、トゲキクメイシ属（被覆状）であった。また、食害生物

であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特

記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-13 コドラート枠内、および周辺の状況 (048-No.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.0% 2m
1%未満 岩盤 60%

8 礫 0%
23 砂礫 0%
- 砂 40%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

5.6% その他 0%
0% 24.5℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 5%未満
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 多種混成
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ 被覆状 1%未満 0
ﾀｶｸｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0
ｱﾗﾙﾘｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 0%
ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 種別被度
ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 5%未満

5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)

特記事項：-

ｱﾅｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ(塊状)
ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

加武川河口(048-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深



 3.1.3-27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-15 コドラート枠内の状況 (048-No.3) 



 3.1.3-28 

7) 石川川 (うるま市 )河口  

(a) 055-No.2 

055-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-14に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-16に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 2.2%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は2種類、群体数は3群体、ミドリイシ属は確認されなかった。

被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ハマサンゴ属 (塊

状 )、ゴカクキクメイシ (塊状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認され

ず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されな

かった。 

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ミドリイシ属（樹枝状）、ハマサンゴ属（塊状、

被覆状）、ハナガササンゴ(塊状 )、イボサンゴ属 (塊状 )、キクメイシ属（塊状）、カメ

ノコキクメイシ属（塊状）、ノウサンゴ属 (塊状 )、キクメイシモドキ(被覆状 )、トゲキクメ

イシ属 (被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイ

シダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-14 コドラート枠内、および周辺の状況 (055-No.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.2% 2.5m
1%未満 岩盤 70%

2 礫 5%

3 砂礫 5%
- 砂 20%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

0.7% その他 0%
0% 24.1℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 0%
ｺﾞｶｸｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 多種混成

0
0
0%

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)
特記事項：-

生育型
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

ｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾉｳｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)

コドラート内状況 コドラート周辺状況
造礁サンゴ類の被度 水深

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

石川川(うるま市河口(055-No.2）



 3.1.3-29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3.1.3-16 コドラート枠内の状況 (055-No.2) 



 3.1.3-30 

(b) 055-No.3 

055-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-15に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-17に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 23.3%で生息しており、死サンゴ類

の被度は5%未満、種数は10種類、群体数は45群体、ミドリイシ属は確認されなか

った。主な出現種 (被度 5%以上 )は、アナサンゴ属 (塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状 )で

あった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認

されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度25%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、アナサンゴ (塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状、被覆

状 )、シコロサンゴ(塊状 )、リュウモンサンゴ(葉状 )、アザミサンゴ(被覆状 )、キッカサ

ンゴ属 (葉状 )、キクメイシ属 (塊状 )、カメノコキクメイシ属 (塊状 )、トゲキクメイシ属

(被覆状 )、ナガレサンゴ (塊状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認さ

れず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認され

なかった。 

 

表  3.1.3-15 コドラート枠内、および周辺の状況 (055-No.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.3% 3.6m
5%未満 岩盤 90%

10 礫 0%
45 砂礫 0%
- 砂 10%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

11.1% その他 0%
0% 24.0℃

種名 形状 種別被度 25%
ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 0%
ｱﾅｻﾝｺﾞ属 塊状 10% 多種混成
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 10% 0

ﾄｶﾞﾘｼｺﾛｻﾝｺﾞ 葉状 1%未満 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 0%
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 種別被度

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 5%未満

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 5%未満 5%未満
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満

5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

石川川(うるま市河口(055-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状)
ｷｯｶｻﾝｺﾞ属(葉状)
ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)

ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ(塊状)

白化被度
種名

ｱﾅｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

シロレイシダマシ類個体数

生育型
オニヒトデ個体数

特記事項：-
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図  3.1.3-17 コドラート枠内の状況 (055-No.3) 



 3.1.3-32 

8) アージ島海域  

(a) 068-No.2 

068-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-16に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-18に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 0.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は1種類、群体数は4群体、ミドリイシ属は確認されなかった。

被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、コブハマサンゴ(塊

状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も

確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、コブハマサンゴ(塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状、

被覆状 )、キクメイシモドキ(被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確

認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認さ

れなかった。 

 

表  3.1.3-16 コドラート枠内、および周辺の状況 (068-No.2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1% 2.2m
1%未満 岩盤 10%

1 礫 10%
4 砂礫 10%

- 砂 70%

0 砂泥 0%
0 泥 0%

3.0% その他 0%
0% 24℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 0%

多種混成
0
0
0%

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数

群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

アージ島海域(068-No.2）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(塊状)

ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ(被覆状)
特記事項：-

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
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図  3.1.3-18 コドラート枠内の状況 (068-No.2) 



 3.1.3-34 

(b) 068-No.3 

068-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-17に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-19に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 1.5%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は2種類、群体数は17群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、コブハマサンゴ

(塊状 )、アナサンゴモドキ属 (被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは

確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。なお、本地点のコブハマサ

ンゴは上部が死亡したマイクロアトールであるため、上部死亡部は生存被度に含

めずに被度を求めた。 

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、コブハマサンゴ(塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状、

被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマ

シ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-17 コドラート枠内、および周辺の状況 (068-No.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.5% 2m
1%未満 岩盤 30%

2 礫 0%
17 砂礫 20%

- 砂 50%

0 砂泥 0%
0 泥 0%

12.3% その他 0%
0% 24.0℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 塊状 5%未満 0%

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 被覆状 1%未満 多種混成
0
0
0%

種別被度
5%未満
5%未満

アージ島海域(068-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数

群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

特記事項：本地点のコブハマサンゴは上部が死亡したマイクロアトールであるが、H29年度から上部死亡部は生存被度に含めずに
被度を求めている。

ソフトコーラル被度
生育型

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

白化被度
種名

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度
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図  3.1.3-19 コドラート枠内の状況 (068-No.3) 



 3.1.3-36 

9) 大度海岸  

(a) 066-No.1 

066-No.1におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-18に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-20に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 0.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は2種類、群体数は4群体、ミドリイシ属は確認されなかった。

被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、パリカメノコキクメイ

シ(塊状 )、ハマサンゴ属 (塊状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認さ

れず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認され

なかった。 

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、コモンサンゴ属（塊状、被覆状）、ハマサン

ゴ属（塊状、被覆状）、キクメイシ属（塊状）、パリカメノコキクメイシ（塊状）であっ

た。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認され

なかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-18 コドラート枠内、および周辺の状況 (066-No.1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1% 1m
1%未満 岩盤 10%

2 礫 10%
4 砂礫 0%
- 砂 80%

0 砂泥 0%

0 泥 0%
17.4% その他 0%
0% 25.0℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0%

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 多種混成
0
0
0%

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

大度海岸(066-No.1)
コドラート内状況 コドラート周辺状況

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｷｸﾒｲｼ属(塊状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合

ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
特記事項：-
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図  3.1.3-20 コドラート枠内の状況 (066-No.1) 



 3.1.3-38 

(b) 066-No.2 

066-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-19に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-21に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 26.5%で生息しており、死サンゴ類

の被度は5%未満、種数は11種類、群体数は24群体、ミドリイシ属の最大長径は

11×8cmであった。主な出現種 (被度5%以上 )は、ハマサンゴ属 (塊状 )であった。ま

た、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかっ

た。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度10%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、コモンサンゴ(塊状、被覆状 )、ハマサンゴ属 (塊

状、被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシ

ダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-19 コドラート枠内、および周辺の状況 (066-No.2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.5% 1.5m
5%未満 岩盤 80%

11 礫 0%
24 砂礫 10%

11×8(cm） 砂 10%

0 砂泥 0%

0 泥 0%
6.0% その他 0%
0% 24.0℃

種名 形状 種別被度 10%
ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ 樹枝状 5%未満 5%未満
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 多種混成

ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ 葉状 5%未満 0
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 樹枝状 5%未満 0
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 15% 0%
ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属 葉状 1%未満 種別被度

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 5%未満
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 5%未満

ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 被覆状 1%未満 5%

ﾉｳｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 5%未満
5%未満

5%
5%未満
5%未満
5%未満ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)

特記事項：-

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合

大度海岸(066-No.2）
コドラート内状況 コドラート周辺状況
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図  3.1.3-21 コドラート枠内の状況 (066-No.2) 



 3.1.3-40 

10) 白保海域  

(a) 095-No.1 

095-No.1におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-20に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-22に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 1.1%で生息しており、死サンゴ類の

被度は1%未満、種数は9種類、群体数は27群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、カンボクアナサ

ンゴモドキ(被覆状 )、エダコモンサンゴ(樹枝状 )、コモンキクメイシ(塊状 )であった。

また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなか

った。 

特記事項としては、既存の多くの群体が消失し、新たな群体が多く確認された

が、本地点のサンゴ類のほとんどは、元々基盤に固着しておらず、崩れた死サン

ゴ片に固着しているため、波浪等により容易に移動が起こると考えられる。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種は、ハナヤサイサンゴ（樹枝状）、ニオウミドリイ

シ（樹枝状）、ミドリイシ属（樹枝状）、ユビエダハマサンゴ（樹枝状）、ハマサンゴ

属（塊状、被覆状）、シコロキクメイシ（塊状）、ヨロンキクメイシ (塊状 )、アザミサン

ゴ（被覆状）、カメノコキクメイシ（塊状）、コカメノコキクメイシ (塊状 )、リュウキュウノ

ウサンゴ（塊状）、カンボクアナサンゴモドキ（被覆状）であった。また、食害生物で

あるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。特記事項と

しては、本地点のサンゴ類のほとんどは、崩れた死サンゴ片に固着しているため、

波浪等により容易に移動が起こると考えられる。  

表  3.1.3-20 コドラート枠内、および周辺の状況 (095-No.1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.1%
1%未満

9
27
-

0

0
16.8%
0%

種名 形状 種別被度
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満

ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満
ｺﾓﾝｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 種別被度 種名 種別被度
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満 ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ(塊状) 5%未満

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 5%未満 ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状) 5%未満
ｴﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状) 5%未満

5%未満 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状) 5%未満
5%未満 ﾘｭｳｷｭｳﾉｳｻﾝｺﾞ(塊状) 5%未満
5%未満 ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(被覆状) 5%未満

コドラート周辺状況
白保海域(095-No.1）

水深 3.1m
50%
0%
10%

40%

0%
0%
0%

25.8℃
5%未満
5%未満

多種混成
0
0
0%

岩盤
礫

砂礫

砂

ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ(塊状)
特記事項：コドラート内の既存の多くの群体が消失し、新たな群体が多く確認されたが、コドラート周辺も含め、本地点のサンゴ類のほとんどは、元々基
盤に固着しておらず、崩れた死サンゴ片に固着しているため、波浪等により容易に移動が起こると考えられる。

種名
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ(樹枝状)
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

白化割合

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合

砂泥
泥

その他
水温

造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

コドラート内状況
造礁サンゴ類の被度
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図  3.1.3-22 コドラート枠内の状況 (095-No.1) 



 3.1.3-42 

(b) 095-No.2 

095-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-21に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-23に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 4.4%で生息しており、死サンゴ類の

被度は5%未満、種数は5種類、群体数は16群体、ミドリイシ属は確認されなかっ

た。被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、ハマサンゴ属

(塊状 )、カメノコキクメイシ属 (塊状 )、トゲキクメイシ属 (被覆状 )であった。また、食

害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。そ

の他特記事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%未満で生息しており、生育型

は多種混成であった。主な出現種はハマサンゴ属（塊状、被覆状）、ヤッコアミメ

サンゴ（塊状）、ヨロンキクメイシ（塊状）、パリカメノコキクメイシ（塊状）、コカメノコ

キクメイシ属（塊状）、ノウサンゴ属（塊状）、ルリサンゴ（塊状）、フカトゲキクメイシ

（被覆状）であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダ

マシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-21 コドラート枠内、および周辺の状況 (095-No.2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.4% 2.9m
5%未満 岩盤 30%

5 礫 0%
16 砂礫 20%
- 砂 50%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

38.9% その他 0%
0% 25.8℃

種名 形状 種別被度 5%未満
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 0%

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 5%未満 多種混成
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 0
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 0%

種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

白保海域(095-No.2）
コドラート内状況 コドラート周辺状況

ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)

ﾉｳｻﾝｺﾞ属(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ(被覆状)
特記事項-

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ﾔｯｺｱﾐﾒｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ(塊状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数
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図  3.1.3-23 コドラート枠内の状況 (095-No.2)  



 3.1.3-44 

(c) 095-No.3 

095-No.3におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-22に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-24に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 43.9%で生息しており、死サンゴ類

の被度は1%未満、種数は12種類、群体数は36群体、ミドリイシ属の最大長径は

20×20cmであった。主な出現種 (被度5%以上 )は、コノハシコロサンゴ(葉状 )、ユビ

エダハマサンゴ(樹枝状 )、シコロキクメイシ (塊状 )であった。また、食害生物である

オニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事

項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度20%で生息しており、生育型は多

種混成であった。主な出現種は、ハナヤサイサンゴ(樹枝状 )、トゲサンゴ(樹枝状 )、

コモンサンゴ属 (樹枝状 )、スギノキミドリイシ (樹枝状 )、ユビエダハマサンゴ (樹枝

状 )、ハマサンゴ属 (塊状、被覆状 )、サオトメシコロサンゴ(塊状 )、トガリシコロサンゴ

(塊状 )、コノハシコロサンゴ (葉状 )、シコロキクメイシ (塊状 )、ヨロンキクメイシ (塊状 )、

コカメノコキクメイシ属 (塊状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認され

ず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されな

かった。 

 

表  3.1.3-22 コドラート枠内、および周辺の状況 (095-No.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.9% 1.5m
1%未満 岩盤 60%

12 礫 10%
36 砂礫 20%

20×20(cm) 砂 10%

0 砂泥 0%

0 泥 0%
1.8% その他 0%
0% 26.0℃

種名 形状 種別被度 20%
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満
ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ 樹枝状 5%未満 多種混成

ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ 樹枝状 1%未満 0
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 5% 0

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 1%未満 0%
ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ 葉状 30% 種別被度
ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ 塊状 5% 5%未満
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%未満
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満

ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 被覆状 1%未満 5%未満
ｱｵｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満

ﾘｭｳｷｭｳｲﾎﾞｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ(塊状)
ﾖﾛﾝｷｸﾒｲｼ(塊状)

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
特記事項：-

ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ(樹枝状)
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ｻｵﾄﾒｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾄｶﾞﾘｼｺﾛｻﾝｺﾞ(塊状)
ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ(葉状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合

白保海域(095-No.3）
コドラート内状況 コドラート周辺状況
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図  3.1.3-24 コドラート枠内の状況 (095-No.3) 



 3.1.3-46 

11) 宮良川河口  

(a) 094-2(No.2) 

094-2(No.2)におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-23に

示した。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-25に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 3.5%で生息しており、死サンゴ類の

被度は10%、種数は6種類、群体数は18群体、ミドリイシ属は確認されなかった。

被度 5%を超える出現種は見られず、その中で主な出現種は、アラルリサンゴ (塊

状 )、ハマサンゴ属 (塊状 )、コカメノコキクメイシ(塊状 )であった。また、食害生物で

あるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記

事項は特に確認されなかった。  

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度 5%で生息しており、生育型は特

定種 (ハマサンゴ属 (塊状、被覆状 ))であった。主な出現種は、ハマサンゴ属 (塊状、

被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマ

シ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-23 コドラート枠内、および周辺の状況 (094-2(No.2))  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.5% 5.7m
10.0% 岩盤 60%

6 礫 0%
18 砂礫 30%
- 砂 10%

0 砂泥 0%

0 泥 0%
77.0% その他 0%
0% 27.0℃

種名 形状 種別被度 5%
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 塊状 5%未満 5%未満
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 特定種

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0
ｱﾗﾙﾘｻﾝｺﾞ 塊状 5%未満 0

ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 0%
種別被度
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

5%
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

ソフトコーラル被度

生育型

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

白化被度
種名

オニヒトデ個体数
シロレイシダマシ類個体数

死亡割合
白化割合 水温

造礁サンゴ類の被度

宮良川河口(094-2(No.2))
コドラート内状況 コドラート周辺状況

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径

特記事項：-

ﾀﾔﾏﾔｽﾘｻﾝｺﾞ(塊状)
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ(被覆状)
ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾊﾟﾗｵﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ(塊状)
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図  3.1.3-25 コドラート枠内の状況 (094-2(No.2)) 



 3.1.3-48 

12) 阿嘉島海域  

(a) 110-No.1 

110-No.1におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表  3.1.3-24に示し

た。また、コドラート枠内の状況を図  3.1.3-26に示した。 

a) コドラート枠内の状況  

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度 57.2%で生息しており、死サンゴ類

の被度は5%、種数は13種類、群体数は36群体、ミドリイシ属の最大長径は20×

18cmであった。主な出現種 (被度 5%以上 )は、ユビエダハマサンゴ(樹枝状 )、アナ

サンゴモドキ属 (樹枝状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、

シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかっ

た。 

 

b) コドラート枠周辺の状況  

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度20%で生息しており、生育型は特

定種 (ハマサンゴ(塊状、被覆状 ))であった。主な出現種は、ハマサンゴ属 (塊状、

被覆状 )であった。また、食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマ

シ類も確認されなかった。その他特記事項は特に確認されなかった。  

 

表  3.1.3-24 コドラート枠内、および周辺の状況 (110-No.1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.2% 2.3m
5% 岩盤 80%
13 礫 10%
36 砂礫 0%

20×18(cm) 砂 10%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

11.0% その他 0%
0% 26.0℃

種名 形状 種別被度 20%
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 1%未満 特定種
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 40% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ 葉状 1%未満 0
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 0

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 樹枝状 10% 0%
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 被覆状 1%未満 種別被度

ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属 非固着性 1%未満 5%未満
ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ 卓状 1%未満 5%未満
ｸﾎﾞﾐﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ 葉状 1%未満 5%未満
ｼｺﾛｷｸﾒｲｼ 塊状 1%未満 5%
ｷｸﾒｲｼ属 塊状 1%未満 5%未満

10%
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満
5%未満

造礁サンゴ類の被度 水深
死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

阿嘉島海域(110-No.1)
コドラート内状況 コドラート周辺状況

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ﾊﾟﾗｵﾊﾏｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)
ﾊﾟﾘｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属(塊状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型

オニヒトデ個体数

ﾋﾒﾉｳｻﾝｺﾞ(塊状)
ﾙﾘｻﾝｺﾞ(塊状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属(被覆状)
ﾎｿｴﾀﾞｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(樹枝状)

特記事項：-
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図  3.1.3-26 コドラート枠内の状況 (110-No.1) 



 3.1.3-50 

(b) 110-No.2 

110-No.2におけるコドラート枠内および周辺の調査結果を表 3.1.3-25に示した。また、

コドラート枠内の状況を図 3.1.3-27に示した。 

a) コドラート枠内の状況 

コドラート枠内においては、サンゴ類は被度26.4%で生息しており、死サンゴ類の被度は

10%、種数は16種類、群体数は47群体、ミドリイシ属の最大長径は106×82cmであった。主

な出現種(被度5%以上)は、ミドリイシ属(テーブル状)、ミドリイシ属(樹枝状)であった。また、食

害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類も確認されなかった。その他特記

事項は特に確認されなかった。 

 

b) コドラート枠周辺の状況 

コドラート枠周辺においては、サンゴ類は被度15%で生息しており、生育型は多種混成で

あった。主な出現種は、ヘラジカハナヤサイサンゴ(樹枝状)、チヂミウスコモンサンゴ(葉状)、

コモンサンゴ属(塊状、被覆状)、スギノキミドリイシ(樹枝状)、ウスエダミドリイシ(樹枝状)、ミドリ

イシ属(樹枝状)、ハマサンゴ属(塊状、被覆状)、シワリュウモンサンゴ(葉状)、サザナミサンゴ

(葉状)、コカメノコキクメイシ(塊状)、ナガレサンゴ(塊状)、イタアナサンゴモドキ(板状)であっ

た。食害生物であるオニヒトデは確認されず、シロレイシダマシ類は1個体確認された。その

他特記事項は特に確認されなかった。 

 

表 3.1.3-25 コドラート枠内、および周辺の状況(110-No.2) 

 

 26.4% 3.3m
10% 岩盤 70%
16 礫 10%
47 砂礫 0%

106×82(cm) 砂 20%
0 砂泥 0%
0 泥 0%

27.7% その他 0%
0% 25.5℃

種名 形状 種別被度 15%
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ 葉状 1%未満 多種混成
ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ 樹枝状 1%未満 0
ﾊﾟﾗｵﾊﾏｻﾝｺﾞ 塊状 5%未満 1
ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 被覆状 1%未満 0%

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 被覆状 1%未満 種別被度
ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 樹枝状 1%未満 5%未満

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 樹枝状 10% 5%未満
ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ 塊状 1%未満 5%未満
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 被覆状 1%未満 5%未満
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 ﾃｰﾌﾞﾙ状 15% 5%未満

ｵﾔﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ 樹枝状 1%未満 5%未満
ﾋﾒﾑｶｼｻﾝｺﾞ 被覆状 1%未満 5%未満
ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属 非固着性 1%未満 5%未満

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 葉状 1%未満 5%未満
5%未満
5%未満

阿嘉島海域(110-No.2)

特記事項：-

オニヒトデ個体数

シロレイシダマシ類個体数
死亡割合

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ(塊状)
ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ(塊状)

ｲﾀｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ(板状)

ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ(樹枝状)
ｳｽｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ(樹枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ(葉状)

コドラート内状況 コドラート周辺状況
造礁サンゴ類の被度 水深

ｼﾜﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)

シロレイシダマシ類個体数
白化被度

種名
ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ(樹枝状)

ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(葉状)
ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(塊状、被覆状)

白化割合 水温
造礁サンゴ類の被度
ソフトコーラル被度

生育型
オニヒトデ個体数

死造礁サンゴ類の被度

底
質
状
況

種数
群体数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の最大長径×短径
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図  3.1.3-27 コドラート枠内の状況 (110-No.2) 


